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高等学校の英語の授業におけるコミュニケーション
─ ライティングの指導
原　田　明　子
１．英語学習とコミュニケーション
　現行の学習指導要領では、小学校から高等学校まで「生きる力」を育むという理念のも
とに、まず思考力・判断力・表現力をつけることが重要視されている。高等学校の教育課
程においても、英語や国語のみならず、科目横断的にコミュニケーション力の育成が求め
られていることがわかる。若い世代の人々が自分で物事を判断し、考え、それを表現する
力をつけること、その手段としてのコミュニケーション力を養うことが求められているわ
けである。
　高等学校の英語では、とりわけ「表現力」の向上が重視されており、英単語を覚え、文
法のルールを身につけるといった基本的な学習だけでなく、英語を通じて新たな知識を獲
得したり、積極的に自分の意見を述べたりする態度や経験、能力が求められているといえ
る。2009年に告示された『高等学校学習指導要領』の、「第８節　外国語、第１款　目標」
の項には、「外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたり
するコミュニケーション能力を養う」と記されている。英語の授業を英語で行うという方
針も、このようなコミュニケーション重視の学習内容に呼応するものであるとみられる。
　しかし、教師の側からの様々な働きかけにもかかわらず、活気に満ちたコミュニケーショ
ンの場であるはずの英語学習の時間は、依然として多くの高校生にとって、沢山の単語や
文法のルールを暗記したりルールに沿って英文を組み立てたりする、受動的な味気ない学
習の時間であるようだ。そのためになかなか英語の力が伸びない。このような以前から続
く高校生の英語学習の現状について、吉田研作氏は「東アジア高校英語教育　GTEC調査
2006」の調査概要の中で以下のように述べている。
　まず、日韓の高校生の英語力と英語使用経験からみてみよう。過去の調査同様、韓国
の高校生と比べて、日本の高校生は、GTEC for STUDENTSのスコアが全体的に低いが、
普段の生活における英語の使用経験自体も少ないことがわかる。以前の調査でも問題と
なった点だが、韓国の場合は、国家政策としての英語教育重視の空気が強く、高校生も英
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語をやらなければならない、というモチベーションが強いと言えよう。また、環境的にも、
インターネットの普及率の高さ、ケーブルテレビ等のメディアの発達が著しく、高校生と
いえども、英語に接する機会が日本の高校生よりも多い、ということが言える。特に、メ
ディアを通して、英語を聞いたり読んだりする機会が多いと、それだけ英語力が高くなる
のは言うまでもない。
　一方、日本の高校生の場合、英語は学校の教科として学ぶにとどまる傾向が強い。国と
しては、「英語が使える日本人」の育成をうたっているが、まだまだそれが実感されてい
ないのが現状だろう。（ベネッセ総合教育研究所「東アジア調査の結果から見えること」）
　日本の高校生にとって、英語は学校の教室の中だけにとどまっているのではないかとい
う吉田氏の指摘は、コミュニケーション力の育成を目指す英語教育を考える際の土台とな
るように思う。圧倒的多数の日本の高校生とって、学校の教室の内外を問わず、英語での
言語活動は自分の生活や人生に関わりのあるものとは言い難いということである。教室内
での活動がその外での人生や生活に結びついていかない限り、「コミュニケーション重視」
は単なる謳い文句に終わってしまう可能性が大きい。
　現在の日本で、英語を学習することを巡ってだれもが思い浮かべる教室の外とのつなが
りと言えば、英語ができると大学受験に有利であるとか、将来一流企業への就職の足掛か
りとなるなどの利点である。しかし、英語のみならず、語学の学習が本質的に、コミュニ
ケーションという人間の基本的欲求ともいうべき行為に基づくものだとすれば、だからこ
そ、単なる将来への投資というmotivationのみでそれを促すことは難しいともいえるので
はないか。
　一方で現在、高校生や大学生の実生活における母国語のコミュニケーションはどうなっ
ているのだろうか。ここ数年若者たちの間では、対面のコミュニケーションよりも、ス
マートフォンなどネットを通じてのコミュニケーションが頻繁に行われるようになってい
る。それはラインに代表されるような、親しい仲間内での緊密なやり取りであるが、同時
にラインの外側の世界からは遮断された、ある意味世間の狭い、閉鎖的になりがちな付き
合いでもあることが指摘されている。また、たとえ頻繁にやり取りしていても、グループ
全体の雰囲気を壊すまいとして、互いに自己抑制が働き、本音を言うことを控えたり、時
には仲間外れにされて悩み、心の問題を抱えるに至るケースも少なくないという。
　このように、英語だけでなく母国語においても日常的なコミュニケーションの問題を抱
える若者たちについて、文部科学省は前述のような懸念を表明しているわけである。では
若い人たちにとって本当に役に立つ英語のコミュニケーション教育とは、どのようなもの
であるのだろうか。教える側としては、休み時間や放課後に、ラインでせっせと狭いコミュ
ニケーション空間を構築している若者が、教室でコミュニケーションという名のもとに自
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分自身とは無縁な内容の英文を組み立てている若者と一続きであり、同じ人物であること
を忘れてはいけないと思う。そして、彼らにとってどちらの「コミュニケーション」も消
化不良であることも事実である。このような、母国語と外国語の二重の問題の解決を目指
す英語学習を、以下に提案したいと思う。
２．「英語表現」、ライティングにおけるコミュニケーションの問題
　高等学校の英語表現のカリキュラムの中に「ライティング」があるが、多くの高校生に
とってこの科目は「スピーキング」と同様に難しい科目、苦手な科目である。この苦手意
識は、高校を卒業して大学生になっても変わらない。スピーキングも難しいが、スピーキ
ングには相手があり、基本的な語彙や文法を習得した上での「慣れ」という要素もある。
スピーキングが苦手と言う学生が多くいる一方で、いくつもの言い間違いをしながらもネ
イティブと楽しげに会話する学生もいる。スピーキングの先にあるのは生身の人間の存在
であり、面白さはその人と話が通じたときの楽しさにある。話者同士の人間関係が形成さ
れることによって、その喜びも倍増する。またそこでは、英語で話すという、日常を離れ
た解放感も味わえるかもしれない。
　しかしライティングとなると少し異なる。難しさにもめげずに頑張って英文を書いても、
書かれた文字によって、文法的な誤りやおかしな言い回しがだれの目にも検証されてしま
う。書いた後に来るのは誤りの指摘と修正と反省ばかり、ということになる。また、パーフェ
クトな英文を書いたからといって、そこに自己表現の要素は無い。スピーキングの授業が
コミュニケーションの姿勢を重視しているのに対して、ライティングの授業は文法、語彙
などの完璧さを求めることばかりが目についてしまう感が否めない。英文を書くには英語
運用の膨大なルールを遵守しなければならないのだが、それをあまり苦にせずに乗り越え
させるほどのincentive、つまりそもそもそのような文を書くことの動機や意義が、はたし
てどのくらいあるだろうか。また、スピーキングの機会は、望めば学校の授業以外の場で
も得られやすいのに対して、ライティングを授業以外の場で学ぶ機会はなかなか得られな
い。おそらく顔の見えない相手との文通かメールということになろう。
　では、ライティングの学習を授業で行う際に、できるだけ学習者の意欲を引き出し、コ
ミュニケーションの意義を持たせるためには、どのような方法を取れば良いだろうか。す
でに挙げた授業でのライティング学習の問題点を項目にまとめてみると、
①英語学習である以上、文法や語彙の正確さが求められるため、上級者でない限り間違い
の指摘や修正を多く経験することになる。
②文を書くというコミュニケーションの側面での意義が見出されない。
ということになろう。一方で、たとえ英語力に限りがあっても、どの学習者も英語で何か
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を表現してみたいと強く思っている。では何を表現するのか。それは自分の意見であり、
自分の経験以外にないのではないか。しかし一方通行で自分のことを表現しても意味は
ない。コミュニケーションであるからには、表現を通じて互いが知らなかったことを知り、
以前よりもそれぞれの世界が広がる喜びが味わえなければならない。
　筆者はこのような考えに基づいて、自分の教えている大学生の必修英語のクラスで、よ
り有意味なコミュニケーションにつながるライティングの授業を、模索してみることにし
た。対象としたのは東京都と栃木県内にある大学の1年生と2年生、全部で4クラスの学生
たちで、英語力は英検３級から２級程度である。どのクラスも語学系の学部ではなく、教
養系、経営、体育、法律、数学、哲学を専攻し、ほとんどが入学以来、英語の授業に出席
する以外、特に熱心に英語を勉強してはいないようである。英語力を高めたいという願望
はあっても、学校で利用できるe-learningなどを利用して、学習を進めている者は少数だ。
英語力は多少のばらつきはあるが、平均的な高校生とあまり変わらないのではないか。大
学の英語の授業は90分で、高校とはカリキュラムも異なるが、同じようなコミュニケーショ
ンの問題を抱えた学習者集団を対象とするのであれば、大学での試みを通じて、高校の英
語の授業にも敷衍できる結果を得ることができるのではないかと考えた。
３．英語ライティングの授業実践
　先に挙げた学生たちの抱える二つのコミュニケーションの問題、すなわち①英語の授業
における自己表現のmotivationの満たされなさと、②日常的なコミュニケーションの狭さ
を考慮し、この二点をいくらかでも改善できる授業を目指した。目標は①英語による自己
表現と、②学生同士の経験、情報の共有化である。まず夏休み明けの最初の授業で、夏
休みの間の主なニュースを振り返らせた。いくつかの話題を出してもらった後、英字新
聞の大見出しを抜粋した[資料１]のようなプリントを配布し、それぞれの見出しがどんな
ニュースだったのか振り返らせ、見出しを日本語に訳させた。
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[資料1]
2013 News of This Summer
1. Shimanto reaches 40C for fourth day
2. Studying English leads to brain growth
3. TEPCO says 300 tons of contaminated water leaking from Fukushima tank
 TEPCO struggling with toxic flow at No.1 plant
4. Tokyo wins bid to host 2020 Olympic Games
 Abe’s IOC promise on nuke plant called into question
5. Powerful typhoon #18 hit Japan
6. Abe offers no plan for water at Fukushima
　原発事故などの国際的な話題に関しては、同じ出来事でも日本人向けのニュースと英米
人向けのニュースとでは、視点や見出しのニュアンスが異なるものもある。そのような点
も説明しながら、日本語のみでなく英語でも情報を得ることの必要性や面白さを認識させ
た。[資料1]を使った学習が済んだ後[資料2]を配布し、自分の夏休みについて、それぞれ
の設問に対し、英語で答えを書いてもらった。
[資料2]
2013 Summer Vacation
1. How was your summer vacation?
2. What did you do during the vacation?
3. Did you get any good results in this summer?
 What was it? / What were they?
4. Did you travel somewhere?  If you did, where did you go?
5. What was the most important or impressive news in this summer?
6. What do you think about the news?
　まず授業では、それぞれの問いに対してどのように答えるべきか、注意事項を確認し
た。”1. How was your summer vacation?” についての答えは無数にある。聞かれた人
は自分の印象的な経験を中心に、夏休みに思いめぐらすだろうからだ。”3. Did you get 
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any good results in this summer?　What was it? / What were they? ”や ”4. Did you 
travel somewhere?  If you did, where did you go” は、yesかnoかを答えた後、質問の流
れに沿ってその先を答えて行くことが求められる。”5. What was the most important or 
impressive news in this summer?” は事前に配布した見出しの中から選ぶ必要は無い。ま
た見出しのようにただ出来事の内容を並べるのではなく、英文の質問に答えるかたちで書
いて欲しい。
　それぞれの「2013 Summer Vacation」を提出させた後、教員がすべての回答をチェッ
クして一覧表にした。その際、文法的な不備に手を入れはしたが、できるだけ原文を残す
ようにした。その後、内容がほぼ同一の回答及び文法的に同一の言い方をしているものを
整理して表現の重複を避け、[資料3]のような回答一覧を作成して学生に配布した。
[資料3]
2013  Our Summer Vacation
1. How was your summer vacation?
My vacation was so-so.  I enjoyed it but didn’t do all things that I wanted to do.
I could spend a productive summer.
It was very busy but I lived a full life.
It was very fun.  I often played tennis with my friends.
I didn’t have enough time.
I felt it very short (long).
It was very fun.  It was my first summer vacation as a university student.
I’m satisfied with my summer vacation.  It was much better than ever.
This year’s summer vacation was busier than ever.
My summer vacation was very busy and I felt it very long.
It was a very memorable vacation.
I experienced a fateful encounter.
It changed me.
I had very significant experiences.
It was bored.  I went to a big event in Tokyo.  I had a plenty of time, but didn’t 
enjoy this summer.
I was very tired because I traveled a lot.
I went to various places.
I had a rest during this summer vacation. I challenged various things.
I spent a lazy life during this summer vacation.
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I went back to my hometown, and spent idle days.
I spent the vacation leisurely in the first half.
I enjoyed so much.  I got a lot of money.
I was busy with a part-time job.
I worked part-time at Yoshinoya for many hours.  So I wanted to play with my 
friends more.
I got very tired because I worked all night.
I couldn’t find a part-time job.
Throughout this summer vacation, I did nothing but club activities.
It was very hard because I had to put almost all of my energy into the training.
2. What did you do during the vacation?
I ran for many hours day after day.
I took part in a training camp for a skiing club.
I practiced kendo every day.
I worked hard at my part –time job and earned some money.
I worked at a swimming pool and saved money.
I worked as a waiter at a hotel in Hakone.
I went to a driving school to get a driver’s license.
I studied psychology.
3. Did you get any good results in this summer?　What was it? / What were they?
Yes, I did.
I got a driver’s license.
I taught swimming for children as an instructor.
I knew the splendor of sports through cheerleading.
I won the tournament.
Unfortunately, I was injured at the practice of sports club.
I succeeded with a diet.
I practiced swimming every day.  I lost 8 kilograms.
I marked a high score at karaoke.
4. Did you travel somewhere?  If you did, where did you go?
Yes, I did.  I traveled Hokkaido for the first time.  So I got a pleasant memory.
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I went to my hometown.
I went to Gunma for a badminton training camp.
I went to the Philippines and did snorkeling.  I could see beautiful fish and sea 
creature.
I traveled from Ishikawa to Hiroshima.
I visited Okinawa.
I walked around Saitama.
I didn’t go anywhere. I wanted to travel somewhere.
I didn’t travel, but I went to Kasumigaseki and watched a trial.
5. What was the most important or impressive news in this summer?
6. What do you think about the news?
①It was the news that Tokyo won the host of 2020 Olympic games. / I was impressed 
by the news of Tokyo Olympics.
It was amazing! / I think it is good for Japanese economy. / Japan must have 
economic growth. / I don’t know whether it’s good or not.  But I want to support it. /
I will go and see the Olympics.
②It’s the news of the trial on an illegitimate child (non-marital child). / Japanese 
Supreme Court remanded a case about civil law article 900.
I think this decision is right.  Because it’s strange there’s inequality among children 
who have the same father.  When I heard this news I was very glad. / I think 
an illegitimate child should not be discriminated. / For the family of the child, 
discrimination still remains.
③The news of unusual weather was striking.  I had a heatstroke this summer, so I 
must take care of myself next summer.
④It was the news of powerful typhoons.  Because with one of the typhoons a tornado 
hit Tochigi, and some of my seniors and juniors suffered it. / I was anxious about 
the damaged people.
⑤It was the news that the consumption tax will go up next year.  It is an important 
political subject.　I want Japanese government to use the consumption tax right.
⑥The most impressive news is the civil war in Syria.  I felt anger against the use of 
chemical weapon on innocent people.
⑦The news of the explosion at the firework festival in Fukuchiyama, Kyoto.  I don’t 
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know what the cause of explosion was but we must pay attention to the dangers of 
everyday life.
⑧An American film director Oliver Stone came to Japan and mentioned World War 
Ⅱ and American responsibility of atomic bombs.  I hope it will be the trigger of 
Japanese-American pursuit of peace.
⑨Sony made “Okusuri-techo”.  I think Sony made a wonderful thing.
⑩It was that Valentine had set new record of home runs.   He is a big star.
⑪A Japanese college student was stabbed to death near the end of this summer 
vacation.
⑫I didn’t watch TV nor read newspapers.
４．学生、教員の反応と高等学校ライティング授業への応用
　[資料3]を配布すると、学生たちはそれまでの授業では見られなかった熱心さで、プリ
ントの英語を読んでいた。それは同じ年代の学生の生活や考えに興味を持っているからだ
し、またさまざまな分野の学生がアンケートに回答しているので、そこから生じる生活の
違い、視点の違いに興味を持ったことにもよっている。生活の違いは1、2、3の問いに対
する回答に見て取れるし、関心や視点の違いは5、6の問いに対する回答から明らかである。
　教員の側から見ると、学生たちの生活がよく見えてくるし、社会や人間関係に対するそ
れぞれの関心の持ち方が、非常に興味深く感じられた。それらは学生の専門分野によって
も、東京と栃木という大学の持つ地域性によっても異なってくる。それぞれの大学や学部
を集団として見た場合の学生たちの持つ良い点（教師として大切にしたい点）や特徴など
が、教室で授業をしている時とは別の次元で実感された。
　特に5、6の新聞記事に対する感想は興味深かった。まず圧倒的多数の学生が”2020 
Tokyo Olympics”を印象的な出来事として挙げており、素直に喜んでいる人、経済効果を
期待する人に大別される。一方で少数派だが、”I don’t know whether it’s good or not.” と、
複雑な世相を反映した意見もあった。また、法律を専攻する学生たちから②の非嫡出子を
巡る判決について、活発な反応が示されたことも印象的だった。③では”heatstroke”とい
う言葉を身を以て経験し、④は栃木県の学生の地域との結びつきが表れた回答であったと
思う。⑤⑥は政治や国際社会のニュース、⑦は夏の大事故のニュースであり、それぞれが
適切に意見を述べている。また⑧はメディアではあまり取り上げられなかったものの、原
爆忌の前後に大きな話題を呼んだ出来事であり、大学生らしい社会的関心が示されている
といえよう。その一方で、⑫のように答えた学生も3人ほどあった。
　教員としては、このアンケートをライティングの学習教材として実施したものの、基本
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的な文法事項をチェックした後は、学生たちの生活や視点に触れることの方に大きな興味
を持ち、学ぶところも多かった。学生たちにとってはどうだったろうか。回答一覧の中で
使われている語彙や文法については、[資料3]配布時に教員が授業で説明し、それぞれチェ
エクさせたが、学生たちにはそのようないちいちの確認よりも、アンケート提出まではま
ず自分で表現することの努力、提出後には学友たちの書いたものを読み、英語表現、内容
ともに咀嚼する過程こそが充実した学習となったのではないだろうか。英語表現と内容の
共有が同時に興味を持って行われたということで、この授業はまずまず成功したのではな
いかと思う。
　今回は大学のクラスでの試みとなったが、同様の方法は高校のライティングでも効果を
上げることができるのではないかと思う。しかしそれには一つのクラスだけでなく、クラ
ス横断的、学校横断的な、さまざまな生活を送る高校生の生活や意見の交流として行うこ
とが望ましい。アンケートのテーマは、回答する高校生たちが興味を持って共有できる
ものであれば良い。また、今回の試みではあくまでもアンケートなので、教員は文法や語
彙をチェックするだけにとどめ、よく書けた学生を授業中に褒めたり書かれた意見に口を
はさんだりはせず、必要があればより良い言い回しやより広い視点を提示するにとどめた。
教員の出番はそのくらいにして、後は学習者へのフィードバックに配慮することによって、
高校生であれ大学生であれ、学習者は日本語のアンケートではなかなか得られない、のび
のびした英語のコミュニケーションを行うことができると思う。
参考文献：
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